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市民の負託に応えて…。
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基本構想特別委員会における審査
　本年４月からの岡谷市のまちづくりにおける新たな指針と
なる「第５次岡谷市総合計画」の策定に向け、基本構想特
別委員会が設置され、策定段階より計画内容を検証し、市
側へ意見・提案を行ってきました。去る１２月定例会本会議
において、本特別委員会は、岡谷市基本構想について審査
付託を受け、議会閉会中も継続審査を行っております。
　1月9日（水）、第8回目の同委員会が、全員協議会室で開
催されました。
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議長 武井富美男 副議長 渡辺太郎

新しい年を迎えて
　市民の皆様には、健やかで希望に満ちた新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
日頃より、市議会の運営について、深いご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
本年 4月には市議会議員改選を迎えます。市議会では、市民にとって親しみやすい議
会となるように、議会改革に取り組んでおります。本年もよろしくお願い申し上げます。

おかやの四季「高ボッチからの夜明け」
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兵
庫
県
豊
岡
市

【
愛
を
も
っ
て
若
者
を
旅
立
た
せ
る
】

　

豊
岡
市
の
高
校
で
は
、
親
か
ら
子
へ

卒
業
証
書
を
授
与
す
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
卒

業
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
互
い
の

胸
の
内
に
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
迫
り
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
旅
立
っ

て
か
ら
社
会
を
あ
る
程
度
経
験
し
た
25

歳
の
年
末
に
は
、
ふ
る
さ
と
豊
岡
で
同

窓
会
が
開
か
れ
ま
す
。
故
郷
と
そ
こ
で

一
緒
に
育
っ
た
仲
間
た
ち
の
良
さ
を
再

認
識
し
て
も
ら
う
た
め
で
す
。
有
名
な

城
崎
温
泉
を
有
す
る
豊
岡
市
で
も
若
者

を
地
元
に
引
き
留
め
る
こ
と
に
必
死
で

す
。
岡
谷
も
見
習
う
べ
き
も
の
が
多
い

と
思
い
ま
し
た
。

（
中
島
保
明
）

委
員
会

総
務

３常任委員会の活動
特　
　集常任
委員会

【
委
員
長
】

　
中
島
保
明

【
副
委
員
長
】

　
今
井
康
善

【
委
員
】

　
武
井
富
美
男

　
早
出
一
真

　
今
井
秀
実

　
大
塚
秀
樹

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
の

　
　
　
　
　

  

懇
談
の
そ
の
後

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
声
が
国
や
市
政
を

動
か
し
て
い
ま
す

　

小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
皆
様

と
の
懇
談
で
出
さ
れ
た
エ
ア
コ
ン
設
置

要
望
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
だ
よ
り
13

号
で
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
議
長
名
に
よ
る
市
長
へ
の
要
望
書

や
国
へ
の
意
見
書
の
提
出
が
実
を
結

び
、
市
内
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
向
け
た
実
施
設
計
業
務
委
託
料

２
，
０
４
０
万
円
の
専
決
処
分
を
行
っ

た
補
正
予
算
が
、
12
月
定
例
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
中
に
設
計
を
終

え
、
来
年
度
に
は
使
用
時
間
の
長
い
普

通
教
室
か
ら
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進
め
て

い
く
、
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
後

も
、
現
場
の
率
直
な
意
見
や
要
望
に
お

応
え
し
て
い
く
所
存
で
す
。

教
育
現
場（
小
中
学
校
）と

生
涯
学
習
拠
点
施
設
の
視
察

　

総
務
委
員
会
で
は
、
毎
年
教
育
現
場

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

10
月
３
日
に
岡
谷
南
部
中
学
校
と
川
岸

小
学
校
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
岡

谷
市
の
宝
で
あ
る
児
童
、
生
徒
の
明
る

い
笑
顔
を
見
て
、
元
気
の
よ
い
声
を
聞

く
こ
と
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
校
長
先
生
の
お
話
か
ら
、
そ

の
ご
苦
労
と
工
夫
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
回
で
す
べ
て
の
小

中
学
校
を
回
り
終
え
ま
し
た
が
、
教
育

現
場
を
知
り
、
教
育
環
境
に
目
を
配
る

こ
と
は
、
当
委
員
会
の
大
き
な
責
務
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
５
日
に
は
生
涯
学
習
活
動
セ
ン

タ
ー
、
岡
谷
美
術
考
古
館
を
視
察
し
ま

し
た
。
委
員
会
と
し
て
と
も
に
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

 

行
政
視
察
に
つ
い
て

兵
庫
県
豊
岡
市【
地
方
創
生
の
取
り
組
み
】

　

７
月
に
行
っ
た
行
政
視
察
の
う
ち
兵

庫
県
豊
岡
市
の
地
方
創
生
事
業
の
一
つ

で
あ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
事
業

を
紹
介
し
ま
す
。

　

50
年
ほ
ど
前
に
こ
の
但
馬
地
区
を
最

後
に
日
本
か
ら
姿
を
消
し
た
コ
ウ
ノ
ト

リ
を
日
本
の
空
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
種
の
保
存
の
た
め

に
科
学
的
な
手
法
を
用
い
る
一
方
で
、

人
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
共
生
す
る
地
域
を

作
ろ
う
と
い
う
共
通
の
思
い
が
行
政
、

関
係
機
関
そ
し
て
市
民
に
定
着
浸
透
し

て
い
ま
す
。
無
農
薬
の
コ
メ
作
り
、
餌

と
な
る
水
生
生
物
の
生
息
地
の
管
理
な

ど
徹
底
し
て
い
ま
す
。
そ
ぼ
降
る
雨
の

中
、
羽
を
休
め
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
眺
め

る
我
々
に
丁
寧
な
説
明
を
し
て
く
れ
た

の
は
十
数
年
前
か
ら
こ
の
地
に
住
む
ロ

シ
ア
の
女
性
で
し
た
。

　

中
貝
豊
岡
市
長
の
標
榜
す
る
『
ロ
ー

カ
ル
&
グ
ロ
ー
バ
ル
』
の
一
端
を
垣

間
見
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
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●３常任委員会の活動

【
意
見
交
換
の
主
な
内
容
】

○
現
状
の
課
題

・
家
庭
や
地
域
で
伝
統
食
を
つ
く
る

機
会
や
地
域
の
特
色
あ
る
食
文
化

の
継
承
が
必
要
な
一
方
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
レ
シ
ピ
を
調
べ
れ

ば
何
で
も
分
か
る
時
代
に
な
っ
て

い
る
。

・
学
校
の
総
合
学
習
や
講
習
会
を
通

し
市
内
に
広
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

・
食
改
活
動
を
地
域
に
知
っ
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。

・
会
員
が
減
少
し
て
お
り
会
員
確
保

が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

○
意
見
・
要
望

・
市
や
各
区
の
施
設
利
用
時
の
優
先

予
約
や
使
用
料
の
減
免
、
大
き
な

イ
ベ
ン
ト

開
催
時
の

バ
ス
利
用

が
で
き
る

よ
う
お
願

い
し
た
い
。

・
小
学
校
の

調
理
器
具

の
充
実
を

お
願
い
し

た
い
。

 

通
園
訓
練
施
設
を
視
察

子
育
て
支
援
に
大
き
な
貢
献

“
ま
ゆ
み
園
”の
取
組
み

　

11
月
12
日
（
月
）
に
視
察
し
た
当
施

設
は
保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
、
小
集
団
で
遊
び
な
が

ら
力
を
伸
ば
す
他
、
保
護
者
の
子
育
て

の
心
配
や
悩
み
を
一
緒
に
考
え
た
り
、

身
体
や
心
、
言
葉
の
成
長
に
心
配
が
あ

る
乳
幼
児
や
保
育
園
児
が
保
護
者
と
共

に
通
園
し
、
遊
び
や
生
活
体
験
、
友
だ

ち
と
の
交
流
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
育
つ
よ
う
保
育
士
、
小
児
科

医
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
な
ど

に
よ
る
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
と
の
支
援
の
共
有
と
引
き
継
ぎ

が
さ
れ
て
、
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

 

岡
谷
市
民
病
院
の
耐
震
強
度

震
度
７
ク
ラ
ス
の
地
震
で
も

倒
壊
の
恐
れ
は
な
い
設
計

　

10
月
に
当
病
院
に
設
置
さ
れ
た
免
振

オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
が
不
適
合
と
の
報
道

発
表
後
、
11
月
22
日（
木
）に
Ｋ
Ｙ
Ｂ
㈱

の
対
策
本
部
担
当
者
と
大
成
建
設
㈱
長

野
営
業
所
長
が
、
謝
罪
と
今
後
の
方
針

の
説
明
に
来
院
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
側
か
ら
の
強
い
要
請
で
、

12
月
14
日（
金
）に
Ｋ
Ｙ
Ｂ
㈱
の
執
行
役

員
が
市
長
と
病
院
事
業
管
理
者
へ
謝
罪

と
状
況
説
明
に
来
庁
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
社
会
委
員
会
へ
の
報
告
の
中

で
市
側（
病
院
側
）と
K
Y
B
㈱
と
の
主

な
質
疑
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

Q
免
振
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
は
認
定
基
準

に
適
合
し
て
い
る
か
？

A
社
内
に
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
不
明
。

Q
今
後
の
対
応

は
ど
う
な
る

か
？

A
年
内（
平
成
30

年
）に
建
物
の

構
造
安
全
性

を
検
証
し
、

以
後
、
全
ダ

ン
パ
ー
を
適

合
品
に
交
換

す
る
。

委
員
会

社
会

【
委
員
長
】

　
藤
森
博
文

【
副
委
員
長
】

　
遠
藤
真
弓

【
委
員
】

　
笠
原
征
三
郎

　
小
松
　
壮

　
浜
　
幸
平

 

食
育
推
進
団
体
と
懇
談

岡
谷
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

健
康
づ
く
り
貢
献
活
動

　

11
月
12
日
（
月
）
に
岡
谷
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
と
懇
談
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

当
協
議
会
は
、「
私
達
の
健
康
は
私

達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
地
域

の
食
生
活
改
善
を
推

進
し
、
健
康
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に

会
員
43
名
で
構
成
さ

れ
、
市
、
支
部
、
県

単
位
で
活
動
す
る
全

国
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
で
す
。

　

岡
谷
市
の
健
康
推

進
事
業
を
地
域
ご
と

で
支
え
て
い
ま
す
。

免振オイルダンパー
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●３常任委員会の活動

委
員
会

産
業
建
設

【
委
員
長
】

　
渡
辺
雅
浩

【
副
委
員
長
】

　
今
井
義
信

【
委
員
】

　
笠
原
順
子

　
八
木
敏
郎

　
渡
辺
太
郎

 

土
木
陳
情
箇
所
等
を
視
察

各
区
か
ら
要
望
さ
れ
た
土
木
箇
所
、

都
市
公
園
施
設
を
現
地
視
察

　

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
各
区
か
ら
提

出
い
た
だ
き
ま
し
た
中
の
５
箇
所
を
、

11
月
７
日
に
市
職
員
同
行
の
上
、
現
地

視
察
し
ま
し
た
。現
地
を
見
る
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。
要
望
の
具
体

的
な
内
容
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
の
改
修
と
な
り
ま
す

の
で
、
要
求
箇
所
す
べ
て
と
言
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
危
険
個
所
に
つ
い

て
職
員
に
対
応
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

土
木
陳
情
は
重
い
民
意
で
す
。
改
修
箇

所
が
出
来
る
だ
け
早
く
復
旧
し
て
い
く

よ
う
に
、
今
後
も
行
政
に
提
案
し
て
い

き
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
区
で
不
便
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
区
長
さ
ん
経
由
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
今
井
義
信
）

 

市
内
企
業
を
現
地
視
察

「
桑
に
こ
だ
わ
る
商
品
開
発
」

　

11
月
７
日
に
、
世
界
で
初
め
て
無
農

薬
栽
培
に
よ
る
安
全
で
安
心
な
、
生
で

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
「
サ
ラ
桑
」
を

誕
生
さ
せ
た
株
式
会
社
ス
ト
リ
ー
ム
の

水
耕
栽
培
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

シ
ル
ク
岡
谷
か
ら
桑
の
健
康
・
食
文

化
を
発
信
し
て
い

る
企
業
で
す
。
情

熱
溢
れ
る
福
島
知

子
社
長
さ
ん
の
お

話
を
お
聞
き
し
て

の
視
察
研
修
で
し

た
。（
笠
原
順
子
）

「
冷
間
鍛
造
技
術
の
極
み
」

　

11
月
12
日
は
、
長
き
に
わ
た
り
岡
谷

市
で
操
業
さ
れ
て
い
る
株
式
会
社
大
和

製
作
所
を
訪
問
。
増
設
し
た
ば
か
り
の

鶴
峯
工
業
団
地
の
新
工
場
を
、
片
倉
専

務
さ
ん
、
守
屋
常
務
さ
ん
の
ご
案
内
に

よ
り
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

　

半
世
紀
に
わ
た
っ

て
極
め
た
「
冷
間
鍛

造
」
と
「
フ
ォ
ー

マ
ー
」
に
よ
る
加
工

技
術
等
に
つ
い
て
、

ご
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。（

八
木
敏
郎
）

 

商
業
連
合
会
と
懇
談
開
催

岡
谷
市
の
商
業
環
境
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

11
月
12
日
、
商
業
連
合
会
の
会
長
、

副
会
長
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
と
平
成
29

年
度
に
実
施
し
た
「
岡
谷
市
の
商
業
環

境
に
関
す
る
調
査
」
と
商
業
連
合
会
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

笠
原
会
長
か
ら
岡
谷
ま
る
ご
と
ク
ー
ポ

ン
ブ
ッ
ク
の
活
用
や
「
お
買
い
物
を
す

る
な
ら
岡
谷
！
」「
お
店
を
始
め
る
な

ら
岡
谷
！
」
の
熱
い
思
い
や
岡
谷
市
商

業
活
性
化
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
お
考

え
を
伺
い
ま
し
た
。
大
型
店
の
オ
ー
プ

ン
後
、
商
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
す
る
中
で
大
型
店
と
既
存
店
と

の
共
存
・
共
栄
、
市
民
生
活
に
必
要
と

さ
れ
る
店
舗
の
確
保
な
ど
商
業
環
境
整

備
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。（
渡
辺
太
郎
）

　

11
月
12
日
、
都

市
公
園
施
設
に
指

定
さ
れ
て
い
る
花

岡
公
園
の
現
地
視

察
を
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
全
員
と
、
花
岡
区
か
ら

区
長
、
副
区
長
、
市
側
か
ら
建
設
水
道

部
長
、土
木
課
長
ら
も
視
察
し
ま
し
た
。

　

花
岡
公
園
は
釜
口
水
門
か
ら
見
上
げ

た
高
台
に
位
置
し
ま
す
。
市
街
地
・
諏

訪
湖
の
眺
望
が
い
い
一
方
で
、
急
傾
斜

地
の
公
園
管
理
は
、
大
変
さ
を
極
め
ま

す
。
区
長
・
副
区
長
さ
ん
は
、
公
園
管

理
の
経
費
を
「
原
則
、
区
側
で
支
出
す

る
」
と
の
岡
谷
市
と
区
と
の
覚
書
（
平

成
19
年
４
月
）
に
つ
い
て
ふ
れ
、「
区

財
政
か
ら
支
出
す
る
の
は
大
変
。
覚
書

の
変
更
も
含
め
て
、検
討
し
て
ほ
し
い
」

と
要
望
さ
れ
ま
し
た
。　
（
渡
辺
雅
浩
）
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会 派 活 動 報 告

　日本共産党岡谷市議団
は、市民の苦難軽減と住民
福祉の向上のために、全力
で取り組んでいます。
　私たちは現在、「市民
アンケート」（全戸配布）に取り組んでおり、３９０
通 を 超 え る 回 答 が 寄 せ ら れ て い ま す （ 1 月 1 7 日 現
在）。白紙にびっしりと要望・意見を書いてくれる方
もいます。アンケートは、一般質問や政策、新年度予
算要望書などに反映しています。
　また、先輩議員から引き継いだ活動があります。⑴
無料法律相談：毎月１回、弁護士による相談会を実
施。開始以来４０年が経過します。
⑵市政を語る会：定例会
ごとに、直接市民から意
見や要望を聞く会を開い
て い ま す 。 年 ４ 回 開 催
で、２４年目です。

　予算要望書（７分野９５項目）を提出しました。女性
が仕事を辞めざるを得ない状況打破にはワークライフバ
ランスの推進が不可欠で、男性が当たり前に育児休業を
取得できる風土作りを早急にと申し添えました。
　シルク産業発展のルーツを探るべく、
シルクファクトおかやを再訪問し、その
後に、横浜シルク博物館と、デザインク
リエイティブセンター神戸（KIITO）を訪
問しました。一連の視察で、製糸業、製
造業の発展には、岡谷人の特質が深く関係している事
を知りました。また、10月に羽村市の「電気バスはむ
らん」を視察。庁舎屋上に太陽光発電システムを設置
し、車両に充電するのみならず災害時の避難所でも利

用可能で、コミュニティ
バスの新たな存続方法で
す。
　岡谷市にどう生かせる
か探っています。

　会派「新風」は、「市民福祉向上のために」を行動指
針とし、活発に活動しています。主な活動としては、視
察や研修会への参加ですが、先進的な活動をしている自
治体を視察し、今後の岡谷市の事業へ反映していただく
よう、得た知識や資料を行政へ報告しております。
　「松くい虫」対策のため、塩尻市の林業センター及
び信州大学農学部へ現状と課題を聞きに行きました。
また、神奈川県大和市では、図書館利用者日本一の施
設を視察し、姉妹都市の東伊豆町では、来年度取り組
みをする「地域おこし協力隊」の現状と課題を伺って
まいりました。
　視察で得た知識や資料を基に、個々での議員活動や
一般質問を通して、
行政に質問や提案を
してまいります。
　今後も活発に活動
してまいります。

　「シルク通じた産業発展の
ルーツ」をテーマに、平成
３０年３月に横浜市にあるシ
ルク博物館と横浜開港資料館
を、また、５月には神戸市に
ある神戸市立製糸検査場と国
立生糸検査所を訪れ、現在はデザイン・クリエイティブセ
ンター神戸の名称に変わっておりますが、神戸三宮の地で
始まった街づくりを視察してまいりました。
　両市とも、「シルク岡谷」の礎となった昭和初期か
らの所縁の地です。当時横浜から輸出されていた生糸
が、関東大震災のため中断しましたが、半年後には神
戸から再開されたという時代的背景をもっています。

　産業発展に欠かせない外
貨獲得ために尽力された先
人の足跡を重く受け止め後
世に伝えていきたいと考え
ます。

　日本共産党岡谷市議団

　さわやか

　新　風

　信政おかや

会派とは、同じ理念や主張を共有する議員
の同志的グループです。岡谷市議会では、
２人以上で構成することになっています。
（正副議長は会派に属しません。）

笠原征三郎
今井　秀実
渡辺　雅浩

遠藤　真弓
笠原　順子

浜　　幸平
今井　康善

小松　　壮　　藤森　博文
早出　一真　　大塚　秀樹
今井　義信　　中島　保明
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正副議長の
活動報告

監査委員の活動報告

　市議会の議長は、議会の代表者であると同時に、議会の秩序の保持
や、議事の整理、議会の事務を統理する等の役割があります。副議長
は、議長を補佐し、議長の事故や欠けたときに、議長職務を行いま
す。正副議長は、定例会や臨時会、委員会の他にも、岡谷市議会を代
表して様々な行事や会議・会合等に参加しています。また、全国市議
会議長会及び北信越市議会議長会の評議員として、東京で要望書の提
出等の任務も行っております。
〔10月～11月に参加した主な公務〕
10/2.3 各区土木陳情・要望受理、10/7 小口太郎生誕120周年・顕影碑
等建立30周年記念行事、10/13 市民病院祭、10/14 自衛消防隊消防操法
大会、10/18 諏訪圏工業
メッセ2018、10/20.21
富 岡 ど ん と 祭 り ( 姉 妹
都市)、10/27 岡谷エコ
フェスティバル、11/2 
岡谷ふるさとまつり(都
内開催)、11/23 やまび
こ国際スケートセンター
オープン。

議会選出監査委員　小松　壮

　就任後早いもので８カ月が経過いたしまし
た。監査委員は市の財務の執行や経営、管理
について監査します。毎月１回の例月出納検
査をはじめ、７月には全国都市監査委員会総
会及び研修会で福井市へ、また決算監査を８
日間行いました。１０月には定例監査を９日
間と3地区共催都市監査事務研修会参加のため
伊勢市へ行ってまいりました。
　以上が主な活動内容
ですが、引き続き、適
正かつ慎重に監査等を
行ってまいります。

議長 武井富美男 副議長 渡辺太郎

市側から提出議案の説明を受ける正副議長

定例監査における質疑の様子

平
成
30
年
第
５
回
定
例
会（
12
月
）

が
開
か
れ
ま
し
た

　

平
成
30
年
第
５
回
定
例
会
が
、
平
成
30

年
11
月
28
日
（
水
）
か
ら
12
月
13
日
（
木
）

ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
報
告

案
件
４
件
、
条
例
議
案
６
件
、
補
正
予
算

５
件
、
意
見
書
２
件
、
単
行
議
案
４
件
、

計
21
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
審
議
経
過

◆
議
案
第
79
号

平
成
30
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
）

本
会
議
で
の
提
案
説
明
（
議
案
の
内
容
）

　

今
回
の
主
な
補
正
予
算
は
、
諏
訪
湖

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
へ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設

置
に
向
け
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
か
か
る

委
託
料
、
都
市
計
画
街
路
事
業
負
担
金

を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
地
域
介
護
福
祉

空
間
整
備
等
施
設
整
備
交
付
金
の
採
択

に
伴
う
補
助
金
の
追
加
を
行
う
も
の
で
、

総
額
６
９
９
万
８
千
円
を
追
加
す
る
も
の

で
あ
る
。

※
本
会
議
で
の
質
疑
の
後
、
３
常
任
委
員

会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の
主
な

質
疑
及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

問 

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
一

箇
所
に
つ
い
て
、
日
程
は
？
こ
れ
か
ら

の
全
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

答 

今
回
は
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
へ
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
設
置
の
た
め
の
調
査
で
、

高
速
道
路
建
設
時
の
既
存
の
ボ
ー
リ
ン

グ
資
料
が
あ
る
た
め
、
一
箇
所
の
調
査

を
す
れ
ば
地
質
断
面
が
分
か
る
。
年
内

に
発
注
し
、
平
成
31
年
１
月
か
ら
３
月

の
工
期
に
よ
り
、
解
析
も
含
め
て
年
度

末
を
目
標
に
行
い
た
い
。

　

全
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
先
般
の
正
式
な
地
元
（
小
坂
区
）

合
意
を
受
け
、
諏
訪
市
を
は
じ
め
国
、

県
、
ネ
ク
ス
コ
中
日
本
と
、
施
工
区
分

や
事
業
費
、
時
期
等
に
つ
い
て
協
議
、

調
整
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
整
っ

た
と
こ
ろ
で
報
告
し
て
い
き
た
い
。

委
員
か
ら
要
望
　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
は

岡
谷
市
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
事
業
で
あ

り
、
で
き
る
だ
け
逐
一
、
委
員
会
へ
の
報

告
を
お
願
い
し
た
い
。

問 

地
元
小
坂
区
か
ら
正
式
合
意
を
岡

谷
市
長
へ
報
告
し
た
内
容
は
？

答 

同
区
か
ら
は
、
今
後
と
も
早
期
事

業
実
現
の
た
め
、
国
、
県
等
関
係
機
関

に
対
し
、
事
業
推
進
へ
の
働
き
か
け
、

予
算
確
保
に
向
け
尽
力
し
て
欲
し
い
と

の
こ
と
。
４
点
の
要
望
も
い
た
だ
い
た
。

①
「
地
権
者
へ
の
懇
切
丁
寧
な
説
明
と

対
応
」
②
「
振
動
、
騒
音
等
の
環
境
面

へ
の
最
大
な
る
配
慮
」
③
「
地
区
内
道

路
の
交
通
安
全
対
策
及
び
環
境
整
備
」

④
「
主
要
地
方
道
諏
訪
辰
野
線
諏
訪
市
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平成 30年第５回定例会　各議員の議案賛否一覧表
《賛否が分かれた議案等》

議案
番号 件　　　名

付
託
委
員
会

審
議
結
果

武
井
富
美
男

今
井
　
義
信

早
出
　
一
真

渡
辺
　
雅
浩

今
井
　
秀
実

笠
原
征
三
郎

中
島
　
保
明

藤
森
　
博
文

遠
藤
　
真
弓

笠
原
　
順
子

今
井
　
康
善

小
松
　
　
壮

大
塚
　
秀
樹

八
木
　
敏
郎

浜
　
　
幸
平

渡
辺
　
太
郎

議案第79号 平成30年度岡谷市一般会計補正予算（第10号） ３常任 原案
可決

議
長○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第82号 消費税の10％引き上げの中止を求める意見書 （共） 否決 議
長× × ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × ×

《全会一致により可決等された議案等》
議案番号 件　　　名 議案番号 件　　　名

報告第14号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 議案第72号 岡谷市手数料条例の一部を改正する条例
報告第15号 専決処分の報告について（平成30年度岡谷市一般会計補正予算（第５号）） 議案第73号 おかや総合福祉センター条例の一部を改正する条例
報告第16号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 議案第74号 財産の貸付について

報告第17号
専決処分の承認を求めることについて（平成30年度岡谷市一般会計
補正予算（第6号））

議案第75号 岡谷市スポーツ施設の指定管理者の指定について

議案第66号 岡谷市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 議案第76号 岡谷健康福祉施設の指定管理者の指定について
議案第67号 岡谷市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 議案第77号 平成30年度岡谷市一般会計補正予算（第9号）
議案第68号 平成30年度岡谷市一般会計補正予算（第７号） 議案第78号 平成30年度岡谷市病院事業会計補正予算（第1号）

議案第69号
岡谷市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例

議案第80号 第５次岡谷市総合計画基本構想について

議案第81号
安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める
意見書議案第70号 平成30年度岡谷市一般会計補正予算（第８号）

議案第71号 岡谷市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

《陳情の審査結果》
陳情番号 件　　名

常任委員会審査結果
社　会 産業建設

陳情第97号
～ 111号

土木関係要望（今井区・間下区・岡谷区・下浜区・小井川区・西堀区・小坂区・花岡区・三沢区・新倉区・
駒沢区・鮎沢区・橋原区・東堀区・横川区）

－ 採　択

陳情第112号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める陳情 一部採択 －
陳情第113号「後期高齢者の医療費窓口負担の見直し」にあたり原則１割負担の継続を求める意見書採択についての陳情 不採択 －
※採択：常任委員会の審査において願意が妥当と認められたものであり、審査の結果について市長その他関係機関に送付し、陳情事項の実現に努力するよう求め
るものです。

側
の
大
型
車
通
行
規
制
へ
の
対
応
」。

問 
地
元
区
で
は
３
３
６
世
帯
の
う

ち
、
委
任
状
を
含
め
た
賛
成
が
２
３
７

票
、
反
対
が
３
３
票
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
？

答 

非
常
に
重
い
結
果
で
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
る
が
、
地
元
小
坂
区
の
約
９
割

の
賛
成
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
要
望
を

重
視
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
事
業
を
し
っ

か
り
前
進
さ
せ
て
い
き
た
い
。

※
委
員
会
審
査
で
は
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

◯
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

　

地
元
小
坂
区
で
の
賛
同
と
は
多
数
決

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
反
対
が
33
あ
っ

た
こ
と
は
、
大
変
重
い
も
の
で
あ
り
、

慎
重
な
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
。ま
た
、

交
通
量
増
加
、
騒
音
、
振
動
、
通
学
路

の
危
険
増
大
な
ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多

く
、
諏
訪
湖
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
よ
り
も
、

目
の
前
の
生
活
道
路
の
充
実
等
、
も
っ

と
身
近
な
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
、

岡
谷
市
が
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
事

で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、反
対
で
あ
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

　

本
議
案
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
設
置

の
た
め
、
市
道
下
に
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
を
新
設
す
る
た
め
に
、
地
耐
力

を
測
定
し
、
安
全
性
を
確
認
す
る
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
委
託
料
で
あ
る
。
地
元
小

坂
区
は
、
こ
れ
ま
で
特
別
委
員
会
を
設

置
し
研
究
検
討
を
重
ね
、
11
月
28
日
に

臨
時
総
会
を
開
き
区
民
の
賛
同
が
得
ら

れ
た
と
し
、
早
期
実
現
に
向
け
た
事
業

推
進
を
今
井
市
長
に
要
望
さ
れ
た
。
地

元
住
民
が
合
意
形
成
に
向
け
て
努
め
ら

れ
た
結
果
は
、大
変
重
い
決
断
で
あ
り
、

尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
早
急

に
事
業
推
進
に
向
け
て
予
算
確
保
に
尽

力
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

※
採
決
に
よ
り
本
議
案
は
、
賛
成
多
数

に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　議案第80号については、基本構想特別委員会に付託され、
閉会中継続審査となりました。
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再
生
紙
と
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す。

■
印
刷：株

式
会
社
美
謄
堂

穴
あ
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

第
14号

　

新
年
初
号
の
刊
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
14
号
と
な
る
本
号
で
は
、
３
常

任
委
員
会
活
動
を
特
集
し
、
会
派
や
、

正
副
議
長
、
監
査
委
員
の
活
動
と

い
っ
た
、
議
会
会
期
中
以
外
の
時
期

等
に
、
議
員
が
い
っ
た
い
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
ご
報

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少

し
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
、
議

員
活
動
に
つ
い
て
周
知
で
き
、
ご
理

解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
４
月
か
ら
は
「
第
５
次

岡
谷
市
総
合
計
画
」
に
よ
る
新
た

な
基
本
構
想
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
し
て
、

市
議
会
議
員
の
改
選
も
ご
ざ
い
ま

す
。
５
月
か
ら
新
元
号
へ
と
変
わ
っ

て
い
き
、
変
化
に
富
ん
だ
一
年
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

と
は
言
う
も
の
の
、
議
員
と
し

て
の
職
責
を
日
々
全
う
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
何
ら
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
議
会
基
本

条
例
の
理
念
の
も
と
、
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
な
が
ら
、
皆
様

に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
市
議

会
だ
よ
り
作
成
に
な
お
一
層
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　
　
　
（
大
塚
秀
樹
）
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市議会フォトレポート

〈12/27 政策討論会議にかかる
事前研修〉議会改革検討委員会
において、市内文化施設を視察。
岡谷美術考古館の花岡館長、イ
ルフ童画館の山岸館長、岡谷蚕
糸博物館の高林館長、岡谷図書
館の古屋館長から、それぞれの
施設概要や取り組みについて説
明をしていただきました。

〈11/13 諏訪ブロック３市
議会議員研修会〉岡谷、諏
訪、茅野の３市議会が一堂
に会し、一般社団法人諏訪
観光協会の取り組みについ
て講演会が開催され、意見
交換を行いました。 〈12/19 岡谷市議会森林・林業・

林産業活性化促進議員連盟研修
会〉県林務課、市農林水産課職
員を講師に、「松くい虫の被害
対策について」研修を行いまし
た。現地視察では、模擬による
検体採取と伐倒、くん蒸処理を
見学し、理解を深めました。


